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  令和４年度［丹後織物業の景況・動向調査］ 報告書 
 

［令和５年３月 公益財団法人 京都産業 21 北部支援センター］ 
 

(公財)京都産業２１北部支援センターでは、丹後地域の織物業の景況・動向を把握し、関係機関等の支援

施策等の参考としていただくため、アンケート調査と聞き取り調査を実施しました。 

なお、聞き取り調査は、西陣織産地関係者及び京都室町地域の流通関連事業者を加えて実施しました。 
 

■調査対象  丹後地域内の織物事業者（委託業者） １４８事業者 

■調査時期  令和５年１～３月 （前回調査時期：令和３年１０月～１１月） 

■調査方法  〇アンケート調査（回答者７２事業者 回答率４９％） 

〇聞き取り調査（電話・対面）丹後織物事業者 西陣織産地関係者 京都室町地区関連業者 

■回 答 数  〇所在地別 京丹後市３７(５１％)・与謝野町３３(４６％)・無回答２(３％) 

       〇主たる生産品別 白生地３３(４６％)・帯地１７(２４％)・先染着尺３(４％) 

                ・服地３(４％)・インテリア地２(３%)・その他１４(１９%) 
 

■景況について                                              

・令和４年の丹後織物生産量は２１.３万反／前年比１０７％、丹後ちりめん生産量は１５.９万反／前年比１０５％

の微増となり、近年の和装需要の減少に加え、新型コロナウイルス感染症の影響のため引き続き厳しい状況とな

った。（生産数量は丹後織物工業組合データから引用） 

・現在の景況感の指標ＤＩ値は－２７で、前回（令和３年１０～１１月調査）の－６６に比べ３９ポイント改善、 

また前々回（令和３年２月～３月）のＤＩ値－９１に比べ６４ポイント改善となり、改善の兆しが見られるもの 

の依然として厳しい状況は続いている。 

・今後の見通しについては、ＤＩ値は－２１となり、前回の－４５に比べ２４ポイント改善したものの、「やや悪 

い」「悪い」の回答が４３％（前回６４％、前々回９３％）となり先行きの不安感は続いている。 

 

■景況指数 ＤＩ値の推移：右グラフのとおり    

 

ＤＩ値：「非常に良い」「良い」と回答した企業 

    の割合から「非常に悪い」「悪い」と 

回答した企業の割合を差し引いた値。 

 

■各項目の概要                                              

〇現在の採算状況  ：「赤字」が２３％で前回の４９％に比べ２６ポイント、前々回の６１％に比べ３８ 

ポイント改善となった。 

 〇生産・受注量   ：「増加」が２８％で前回の１７％に比べ１１ポイントの増加、「減少」が１７％で前回 

に比べ２８ポイントの改善となった。 

 〇今後の受注見通し ：「増加」が２１％で前回の１７％に比べ４ポイントの増加、「減少」が１８％で前回に 

比べ８ポイントの改善となった。 

 〇新型コロナの影響 ：「影響がある」を合わせ８５％となった。 

 〇コスト増の影響  ：「糸価・材料費」の影響が５４件の最多の回答となった。 

 〇生産に関連する課題：人材に関わる課題は「織手」「織機調整」、生産体制に関わる課題は「機器修繕」 

「織機調整」がそれぞれ多数の回答となった。 

 〇今後必要な取組み ：「新商品の企画・開発」、「事業所での人材採用」が多数の回答となった。 

 〇事業承継の予定  ：「予定がある」が２１件、３５％の回答となった。 

■必要な支援について                                           

 〇人材育成支援   ：「織機調整」が３１件の最多の回答となった。 

 〇技術に関わる支援 ：「製織トラブルの原因究明」が１９件の最多の回答となった。 

 〇補助金などの支援 ：「設備更新・修繕」が３１件の最多の回答となった。 

（先染着尺は R２年度から調査） 



 Ⅰ 事業者の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①39歳以下

1件, 2%

②40～59歳

24件, 33%③60歳～

42件, 58%

④無回答

5件 7%

①内機のみ

34件, 47%

②出機のみ

14件, 20%

③内機・出機

24件, 33%

①1～4台

19件, 33%

②5～9台

24件, 41%

③10～14台

5件, 9%

④15～19台

3件, 5%

⑤20台以上

7件，12%

①1～4人

16件, 43%

②5～9人

8件, 22%

③10～19人

9件, 24%

④20人以上

4件, 11%

①1～4人

38件, 66%

②5～9人

13件, 22%

③10～14人

4件, 7%

④15～19人

3件, 5%

①白生地

46%

②帯地

24%

③先染着尺

4%

④服地

4%

⑤インテリア地

3%

⑥その他

19%

①問屋

45%

②メーカー

42%

③百貨店

3%

④小売店

3%

⑤ネット販売

1%

⑥その他

6%

①1～4台

13件, 33%

②5～9台

6件, 15%

③10～19台

8件, 21%

④20台以上

12件, 31%

■代表者の年齢■ ■事業規模１ 内機と外機■ 

■事業規模２ 内機の織機台数■ ■事業規模３ 出機の織機台数■ 

■事業規模４ 内機の従事者数■ ■事業規模５ 出機の従事者数■ 

■生産品目と生産量の割合■ ■取引先と売上の割合■ 



Ⅱ 景況全般について 
 

※ＤＩ値＝「良い」「やや良い」と回答した企業の割合から「やや悪い」「悪い」と回答した企業の割合を差し引いた値 
 

１ 現在の景況感 

 

●全体： 

今回のＤＩ値は－２７で前回の－６６に比べ３９ポイ 

 ント改善となった。 

●生産品目別： 

ＤＩ値は、白生地－３９（前回比２８ポイント改善）、 

帯地－２３（前回比３５ポイント改善）、先染着尺－ 

３３（前回比３３ポイント悪化）、その他(和装小物、服 

地、インテリア地、ネクタイ地等)は－５（前回比７４ポ 

イント改善）となった。 

２ 今後の見通し 

 

●全体： 

今後の見通しのＤＩ値は－２１となり、前回の－４５ 

に比べ、２４ポイント改善の見通しとなっている。 

●生産品別： 

ＤＩ値は、白生地－４２、帯地－１１、先染着尺±０、 

その他＋５の見通しとなった。 

３ 現在の採算状況 

 

●全体： 

「黒字」が２０％(前回比５ポイント改善)、「赤字」は 

２３％(前回比２６ポイント改善)となり、赤字が黒字を 

上回り、引き続き厳しい状況となった。 

●生産品目別： 

「黒字」の比率は、白生地２４％（前回比８ポイント 

増加）、帯地１３％（前回比６ポイント改善）、その他 

２１％（前回比５ポイント増加）となった。 

「赤字」の比率は、先染着尺３３％（前回比３３ポイント 

悪化）となった。 

４ 現在の生産・受注量 

 

●全体： 

「増加」が２８％で前回の１７％に比べ１１ポイントの 

増加、「減少」が１７％で前回に比べ２８ポイントの改善 

となった。 

●生産品目別： 

「増加」は、白生地１８％（前回比４ポイント悪化）、 

帯地１９%（前回比６ポイント改善）、先染着尺３３％ 

（前回比１７ポイント悪化）、その他５３%（前回比４７ポ 

イント改善）となった。 

５ 今後の生産受注見通し 

 

●全体： 

「増加」が２１％で前回に比べ４ポイントの増加、「減 

少」が１８％で前回に比べ８ポイントの改善となった。 

●生産品目別： 

「増加」は、白生地は３％と(前回比１０ポイント減少)、 

帯地は１３％(前回比７ポイント減少)、先染着尺は 

３３％（前回比１７ポイント減少）、その他は５８％（前 

回比３６％増加）となった。 
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15
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31
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35件

20% 41% 24%

①大きく影響 ②影響あり ③影響少しあり ④影響なし

Ⅲ 事業を取り巻く状況について 
 
１ 新型コロナウイルス感染症の影響 

 

 

 

 

（複数回答） 

売上・受注の減少               

取引機会の減少・中止・延期              

取引先の減少              

原材料・部品などの調達              

事業の縮小              

その他              

工賃の減少              

「影響ある」が８５％ 

●全体： 

「大きく影響」「影響あり」「少し影響あり」を合わ 

せ８５％となり、前回に比べ７ポイント減少となっ 

た。 

 

●影響の内容： 

「売上・受注の減少」「取引機会の減少・中止・延 

期」「取引先の減少」などの順となった。 

２ 現在の生産に関わるコスト増の影響 
 
                       （複数回答） 

糸価・材料費 

エネルギー価格 

精練加工・外注費 

その他 

「糸価・材料費」が５４件 
 

●全体： 

「糸価・材料費」「エネルギー価格」「精練加工 

費」の順となった。 

 

 

Ⅳ 事業所の状況について 
 
１ (１)生産に関連する課題ー人材についてー 

（複数回答） 

織手・人手不足 

織手・技術継承 

織機調整・人手不足 

準備工程・技術継承 

準備工程・人手不足 

製品企画開発・技術継承 

製品企画開発・人手不足 

その他・人手不足 

その他・技術継承 

 

人材に関わる課題は「織手」「織機調整」が多数 
 

●全体： 

「織手・人手不足」「織手・技術継承」「織調整・ 

人手不足」「準備工程・技術継承」「準備工程・人手 

不足」などの順となった。 

１ (２)生産に関連する課題ー生産体制についてー 

（複数回答） 

機器修繕 

織機調整 

たてつなぎ 

整経 

製織 

糸繰り 

織り出し 

製品の企画・開発 

営業 

撚糸 

紋紙作成 

デザイン 

染色 

その他 

 

生産体制に関わる課題は「機器修繕」「織機調整」 

●全体： 

「機器修繕」「織機調整」「たてつなぎ」「整経」 

「製織」が多数の回答となった。 

15% 

3

45

52

54件

1

3

7

11

21

22

25

31

37件



1

10

15

19

２ 今後必要と考えられる取組み 

（複数回答） 

新製品の企画・開発 

事業所での人材採用 

新規販路の開拓 

設備修繕 

出機の確保 

設備更新 

最終製品開発 

新規設備導入 

異業種・他産地との連携 

直接販売 

その他外注先確保 

製品の変更 

その他 

 

必要な取組は「新商品の企画・開発」 

●全体： 

「新商品の企画・開発」「事業所での人材採用」「新 

規販路の開拓」「設備修繕」「出機の確保」が多数の 

回答となった。 

 

３ 事業承継の予定について 

 

わからない 

予定がある 

予定はない 

「予定がある」が２１件、３５％ 

 

●全体： 

  「わからない」「予定がある」「予定がない」という順 

となった。 

 

 

Ⅴ 必要な支援について 
 
①研修など人材育成に関わる支援 
 

（複数回答） 

織機調整 

製織 

準備工程 

商品開発 

その他 

            

「織機調整」が３１件 

●全体： 

「織機調整」「製織」などの順となった。 

 

②ものづくりなど技術に関わる支援 
 

（複数回答） 

製織トラブルの原因究明 

商品開発 

施設の活用 

その他 

            

「製織トラブルの原因究明」が１９件 

●全体： 

「製織トラブルの原因究明」「商品開発」「施設の活 

用」の順となった。 

③補助金などの支援 
 

（複数回答） 

設備更新・修繕 

新規設備導入 

販路開拓 

製品開発 

その他 

            

「設備更新・修繕」が３１件 

●全体： 

「設備更新・修繕」「新規設備導入」「販路開拓など 

の順となった。 
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9

26
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3

9

9

26
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7

9

12

12
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24
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25件 42％



Ⅴ 聞き取り調査による意見等 
 
●丹後織物事業者及び西陣産地関係者、京都室町流通業者などから聞き取りを行った概要は下記のとおり。 
 
１ 丹後機業者からの聞き取り                                   
 

●全般 

〇昨年の秋までは白生地生産は回復基調だったが、精練加工料金の値上げと円高による糸価格の値上がりでブレーキがかかった。 

〇自社の取引先は白生地問屋が中心になるが、以前のような見込み生産ではなく、現在では完全な受注生産となった。その結果丹

後機業の減少からか言い値で販売できるようにもなり、正常な取引き形態となったと感じている。一方で、以前のような量が売

れる時代でないため、小口のロットから大きな利益に繋がる取引は望めないのが現状。 

〇半衿、帯揚げ等の和装小物については、近年国外生産での工賃のアップなどの理由からか、生産現場の国内回帰の動きがあり、

発注量が増える景況となっている。 

●経営関連 

〇常にハローワークで織手を募集しているが、ほとんど応募はなく、織手不足の状況が長く続いている。 

〇エネルギー価格の値上がりからか、精練加工費をはじめ、すべてのコストが値上がりしているため価格面で厳しい状況にある。 

〇設備などの更新だけでなく、職人の雇用と育成には費用が必要になるため、その補助制度を望みたい。 

〇産地での人材不足の問題は大きく、今後、織機調整・ジャカードなどの機器修繕に関わる人材育成が必要である。 

●今後の取組み 

〇以前はメーカーの下請として生産していたが、現在では、西陣メーカー数社の製品開発・生産現場としての機能を持ち、今後更

に織機の増設や織手を雇用するなど、工場拡大を計画している。 

〇通常は西陣帯のブランド製品を生産しているが、今後は丹後オリジナル帯のブランド化を進めている。また、常に出機を募集し

ている状況だが、将来的には内製化しなければ生産を続けることが難しくなると考えている。 

〇自社独自の洋装最終製品のブランドを立上げた。今後、それらの販路開拓など経営の多角化を進めていく。 
 
２ 西陣産地関係者からの聞き取り                                         
 

〇現在丹後産地の出機が８割を超える比率になっており、西陣産地でも年々織手の減少が問題となる中、西陣メーカーでは内製化

の動きが進んでいる。 

〇織手の人材不足以上に、機料品不足・織機調整人材不足など機器保守に関わる問題が大きく、西陣織工業組合内には機料品を扱

う部署がつくられており、組合でのフォローの動きがある。 
 

３ 室町流通業者からの聞き取り                                          
 

●白生地問屋 

〇自社製品のユーザーは特にお茶やお花関係を着用機会とする丹後の白生地であり、まだまだ需要が戻っていない。 

〇白生地メーカーとしてユーザーに向けたブランド化や、インテリア製品の製造など、きもの以外の市場に向けて発信している。 

〇丹後機業の現場に社員を派遣するなど、丹後機業とは緊密に連携した関係にある。 

●メーカー 

〇コロナ禍から結婚式の宴席などが減少するなど社会の変化があり、フォーマルきものの需要がますます減少している。 

〇メーカーとしては、きものはファッション製品と捉え、また新しい商品開発を基本としており、現在海外の美術館とタイアップ

した製品開発や、洗える素材の製品開発などを行っている。 

〇自社はメーカーであり問屋でもあるが、和装製品の価格の不透明なところが一番の流通に関わる問題と考えている。 

●前売り問屋 

〇３年前にはコロナ禍前の半分にまで生産量が落ち込んだが、今年は８０％までの回復を目標としているが、昨年秋口になって回

復基調にストップがかかり、目標達成は難しい状況ではある。 

〇コロナ禍以降、和装他産地は全国的に生産量が減少し、博多帯は生産が半減するなど厳しい状況になっている。また、長浜産地

の白生地はコスト高から単価も上がり、最終製品の価格には反映できずに自社としても厳しい状況となっている。 

〇和装製品の小売業の基本は、ユーザーに製品の価値を伝える必要から催事による対面販売となるため、現在までのコロナ禍の影

響は大きかった。前売り問屋としての機能を果たすため、自社は大半の商品は買取る努力を続けており、結果、在庫を抱える厳

しい状況ではある。 
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